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1.問題の背景 
日本国内では，すでに明治維新以前において農村＝都市間と農村＝農村間の活発な労働
人口移動があったといわれ，明治維新以降も日本経済社会の近代化とともにその動きは活
発化することになる。しかし，このような労働人口移動の実態となると，特に，近代以前
の徳川期日本における労働人口移動の実態に関する研究成果はかなり限定的である。 
日本経済史上，長期にわたって労働人口の供給源であり続けてきた農村社会は，家と
村からなる村落社会として存在したが，研究上は農家経営（小農経営）論の視点か，も
しくは村落共同体論の視点から取り扱われてきた。しかし人口史的視点から労働人口移
動についての分析，またその労働人口を供給した「家」「村」及びその背後に存在する
人口動態，家族のあり方，経済構造についての研究は限られている。人口史的アプロー
チが「宗門人別改帳」データに過度に依存しているという批判はあるが，同時にこのデ
ータに依存しないで日本列島各地の人口動態や人口構造の実態を明らかにすることがで
きないと考えるべきである。 
近世日本農村社会における広域労働人口移動は，その実態と特性を含め，必ずしも充分
明らかにされているとはいえない。したがって，本研究では，近世から近代にかけての農
村社会における労働人口移動の実態と特性を越後西蒲原郡角田浜村と信州川中島今井村の
2つの事例を通して明らかにすることを課題にしたいと考える。 
2.研究の目的 
本論文は，近世から近代にかけての農村社会における労働人口移動の実態と特性を越
後西蒲原郡角田浜村と信州川中島今井村の 2つの事例を通して明らかにしようとするも
のである。資料の制約から，家族人口史的なアプローチを取る。角田浜村の「他所稼ぎ」
と呼ばれた労働人口移動は，「大工」「木挽き」といった男性特殊技能労働者の集団的
移動として行われたところに特性がある。また今井村は労働力の「需要元」であると同
時に「供給元」でもあるという，相反するような構造の労働力市場を持っており，この
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時代の地域的な労働力市場と広域的な労働力市場との間には「格」の違いのような，質的
に異なる性質が存在していたのではないか，と考えられる。このように，人口史的分析を
前提として今まで見失われてきた近世日本農村社会における労働人口移動の特性を明らか
にすることが，本論文の中心課題である。 
3.主な結論 
本論文では，10章に渡って角田浜村と今井村の事例について，村落に残された史料に基
づき，人口動態の分析と労働人口移動の分析を行ってみた。これまで，歴史学の世界では，
一般的に近世期の人々は土地に緊縛され，その移動が極端に制限されていたと見なされて
きたように思われる。しかし，同時に様々な研究分野で，この時代の人々が，日本列島の
各地域を自由に移動していた事実も指摘されてきている。角田浜村と今井村の労働力移動
の実態を分析しながら気づかされたことは，当時の人々が行った労働力移動は，近現代の
ものとは大部異なった性格のものではなかったかということであった。そして，その多く
についてはおそらく分析的に説明できることなのではないかと思われた。一連の作業を行
ってみた結果として，次の 6つのことについて説明できるように考える。 
第一に，角田浜村の「他所稼ぎ」と呼ばれた労働人口移動は「大工」「木挽き」といっ
た男性の特殊技能労働者としての集団的移動であったところに特性がある。当村の他所稼
ぎは，天保期から明治初期までの時期，多くが，帰村を前提とした一時的「出稼ぎ」が継
続的に行われた結果，30年に渡る長期的な事例も珍しいものではなかった。それは，北関
東の特定地域における「大工」や「木挽き」といった男性技能労働者の集団的移動として
行われた点が重要である。他方，他所稼ぎ者たちは，婚姻ないし家族形態，宗派や村内（石
高）階層といった村内諸条件については関連性が弱かった。さらに出稼ぎ者には，資産（石
高）を有する宗門帳筆頭者層（嫡系家族）も数多く含まれていた事実が見逃せない。当村
の「他国稼ぎ」が，一般に言われるような「次三男坊」（傍系家族）の「口減らし」的性格
を持ちつつも，武家奉公や単純労働力を提供する都市雑業層，さらに「次三男坊」（傍系家
族）の人口移出や近世期関東・東北地域への農村荒廃対策として行われた浄土真宗信徒移
民と決定的に異なり，北関東の特定地域への「大工」や「木挽き」等男性技能労働者の集
団的移動として行われていたものであった。 
第二に，近世日本労働力市場には，「格」の違いのような構造的内容が存在していたこ
とが伺える。今井村は，「宗門帳」の「下人」に関する分析および「他所奉公人名前帳」
の分析によって，近隣村落の労働力人口「需要元」であり「供給元」であったこと，そし
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てそれと同時に，江戸武家屋敷や松代藩家中向けの武家奉公市場に対する労働人口の「供
給元」でもあったことが判明した。今井村は労働人口の需要元であると同時に供給元で
もあるという，労働力市場の相反する二元性は，本来この時期の地域的・広域的な労働
力市場というものが，一般に想定されてきたような質的に一元的な内容のものではなか
ったこと，固有の構造と性格を持った労働力市場であったということを物語っている。
今井村が近隣の村々から吸収する労働人口は，「下人」と呼ばれる家内奉公人的な労働
力として提供されるものであり，今井村内部においては社会階層の下部に位置する存在
であったと考えられる。しかし，今井村が江戸・松代藩家中向けに排出する労働人口の
多くは，社会階層的には農村における「下人」層とは異なる武家奉公人であり，明らか
に「格」の高い社会階層に属する雇用先であると考えられる。日本の「家」とは，一般
的には家族集団がその家業，家産，家名，家格の継承・相続させ，永劫存続を目指そう
とする価値観を有していたといわれる。特に武家層の家々での奉公は，農村地域の百姓
層からすれば一段上の雇用の世界であり，家格の異なる労働力市場として位置づけられ
ていたと考えることはあながち間違ったことではないだろう。また，今井村の通婚圏の
範囲は，今井村に労働人口を提供する労働力市場―下人供給市場―の範囲と，さらに今
井村から排出する奉公人の労働力市場の範囲とがかなりの部分が重なっていた。三者の
間には，婚姻による親類関係や姻戚関係が，労働力調達ネットワーク，もしくは長い歴
史を経て得意先との緊密な関係を形成した労働力調達ネットワーク等に結びつき，相互
に一定の親密な社会関係を構成しやすい構造になっていたのではなかろうか。 
第三に，近世日本社会の労働力市場には，この時代固有の労働形態の多様性の存在が
伺える。角田浜村の事例分析から確認されたように，この時代の日本社会には（ここで
は北関東であったが），「大工」「木挽き」という独特の職種の男性技能労働者を求め
る労働力市場が存在していた。また，今井村「下人」の事例分析で確認できたように，
近隣の生活圏内に奉公人等単純労働力を調達する労働力市場が存在しつつ，同時に今井
村他所奉公人の事例分析で確認できたような江戸・松代藩家中向けの武家奉公市場も存
在していたのである。 
第四に，これまで他所稼ぎ等の遠隔地出稼ぎ労働は，しばしば次三男の「口減らし」
的な動機，すなわち「貧困」を原因とするものとして説明されてきた。しかし角田浜村
における他所稼ぎは，「口減らし」的理由だけでは説明としては充分だと考えられない。
すでに説明したように，角田浜村では，農業・製塩業・漁業のほかに，「大工」と「木挽」
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を職種とする「他所稼ぎ」が盛んに行われ，他村への貸金活動や廻船業，商業活動も活発
に行われていたのである。近世期の角田浜村の社会経済的な姿は，けっして「貧困」とい
う言葉で表現できるようなものではなかったと考えなければならない。近世期の角田浜村
は漁村とは言え，その農業形態は半農半漁であった。他所稼ぎはそのような複合的生業の
中で，一つの選択肢として行われたと考えることはあながち間違いではないだろう。同様
な話は，今井村にも当てはまる。今井村は少なくとも 18世紀の初めからすでに現金諸稼ぎ
を盛んに行い，商品経済もかなり発展していた。さらに，今井村は他所奉公人を排出する
と同時に，近隣の村々から（家事・農事の手伝いをする）「下人」も雇っているのであり，
当村には一般的に「貧困」とは異質の経済力が存在していたと考えるべきであろう。 
第五に，近世日本農村社会における村外への労働力移動は，その供給側である村におい
て長期的に生じている人口動態のパターンとの間に一定の相関があると考えられる。角田
浜村と今井村の労働人口移動は「口減らし」効果と同時に，現金収入を目的とした災害や
飢饉対策としても一定の役割を果たし得る。 
第六に，広域的な労働力移動の場合にも「家」・「村」理論が働き続ける。角田浜村の
事例分析で確認できたように，当村の他所稼ぎと呼ばれる労働人口移動は，帰村を前提と
した一時的「出稼ぎ」の継続として行われ，30 年に渡る長期的なものも少なくなかった。
他所稼ぎ者は母村およびその中にある「家」との間に繋がりを持ちながら，自分の生業を
遠隔地へと求めていた。出稼ぎ先の「宗門帳」と母村の「宗門帳」に二重登録するケース
もみられた。今井村の事例分析でも確認されたように，当村の他所奉公と呼ばれる労働人
口移動は長期間的にかつ持続的に行われているが，帰村することを前提としている。長期
間の奉公活動により生活中心は村外に置かれているとはいえ，母村との繋がりを持ち続け
ていると考えるのは自然なことであろう。 
上記のように，近世日本の労働力市場においては，各地域の多様性とともに，近世社会
に特有と思われる歴史的性格がみられると考えられる。 
